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リフォーム・リメイクの縫製指導
Sewing Guidance of Reform・Remake





























作品名 割合（％） 作品名 割合（％）
エプロン 55 ペンケース 　8
ナップサック 45 ぬいぐるみ 　8
トートバッグ 22 洋服関係作品 　8






















手さげ袋　　　 8 ハーフパンツ　24 ハーフパンツ　19
ティッシュ　　　 手さげ袋　　　16 きんちゃく袋　16




























































































作品名 割合（％） 作品名 割合（％）
ポーチ 14 バッグ 5
アクセサリー 9 ケータイ入れ 5
ティッシュケース 6 ペンケース 3




















































５－１シュシュの製作               
 ○A  基本シュシュの作り方７） 
① 用意する物 
布 12×75 ㎝、ゴムテープ 0.8 幅 18 ㎝     
 
② 中表に二つ折りにして 1 ㎝の縫い代で 




                          







とじ合わせて出来上がり。              
                       
               
            
  






 今回は有志 4 人の実践活動となった。そのうちの 3 人は家政系の高校ではなく、あ
まりしたことはないが、興味があり、手作業が好きで、器用にこなせる学生である。
もう１人は家政系出身で、縫うことが大好きで、５時間でも６時間でもぶっ続けで作
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○B  リボンシュシュの作り方８） 
（例 1） 
① 用意する物 
布 12×90 ㎝、ゴム 20 ㎝                      





1 ㎝の縫い代で縫う。     
ただし、ゴム通しを 2 か所、2 ㎝ずつ
縫い残し、中央付近で返し口 5 ㎝程
縫い残しておく。 
                 
 
③ 表に返し、返し口はミシンで縫う。 
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② 右図のサイズでリボンの布を 2 枚裁断
する。 



































② 右図のサイズでリボンの布を 2 枚裁断
する。 


























































③ もう 1 枚を中表に重ねて、1 ㎝の縫い代で 






央 1 ㎝ゴム通し口を縫い残しておく。） 
   その縫い代割り、もう 1 枚の布の両端は 
   折り込んでとじ合わせる。 
 
 

























③ もう 1 枚を中表に重ねて、1 ㎝の縫い代で 
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用意する材料          クラウンの型紙      ブリムの型紙 
 綿布 100 ㎝幅 1.2ｍ 






① クラウンの型紙で縫い代 1 ㎝を加えて、 
表クラウン用 6 枚、裏クラウン用 6 枚、 
計 12 枚をバイヤス断ちで裁断する。 
（今回は浴衣の残り布であった。） 
まず、2 枚を中表に合わせて、右側を 
印までミシン縫いをする。次にもう 1 枚 
を合わせて、右側をミシン縫いする。 
順番に 6 枚を続けてクラウンの出来上がり。 










③ ブリムの型紙で 1 ㎝の縫い代を加えて 
表ブリム、裏ブリムの 2 枚を裁断し、 
接着芯 。 
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① クラウンの型紙で縫い代 1 ㎝を加えて、 
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③ ブリムの型紙で 1 ㎝の縫い代を加えて 
表ブリム、裏ブリムの 2 枚を裁断し、 
接着芯を貼る。 




























































































 しか 、ブラウス・スカートの製作 しい課題となっている。この課題は
難しすぎると、最近ではやめたという大学の話も く聞くようになってはいるが、
昔のことを考えれば、これだけは経験させてあげたいとこだわっているのである。
でも、もう少し負担が軽く、楽しく作れて、達成感も得られ、技術も身に付き、自
信も付けられるような小物作品、副教材となりうる小物作品を検討している。 
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えれば、これだけは経験させてあげたいとこだわっているのである。でも、もう少し負担
が軽く、楽しく作れて、達成感も得られ、技術も身に付き、自信も付けられるような小物
作品、副教材となりうる小物作品を検討している。
そこで、学生が喜んで作りたくなるものを探るためにもリフォーム・リメイク実践活動を
している。
　今回はシュシュと帽子であったが、シュシュは簡単なものから凝ったものまで、また作
り方もいろいろあるが、基本シュシュは一番簡単な作り方で、だれにでもすぐできる。ブ
ラウス・スカートの製作課題には個人指導が欠かせないため、その順番待ちの時間を利用
させて製作する副教材としてこのシュシュ製作を取り入れたいと考えている。簡単とは言
え、一度作ってみないと何でも意外と苦戦するものである。
　帽子は簡単とは言えないが、とてもよく頑張ってくれた。その刺激があってか、他の学
生が後期のスカート布の残りで帽子を作りたいと言っている。いい刺激となっているよう
である。好きなものを好きなだけ作るのは楽しいものである。そのためにも、今後もこの
実践活動を続けてゆきたいと考えている。
最後に、この活動に参加してくれた4人の学生に心から感謝の意を表したい。
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